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荒井　英治郎 ｱﾗｲ ｴｲｼﾞﾛｳ 教育学・教育学
「公教育の民営化」による制度改編と『日本
型』私立学校制度の制度条件に関する研究

東京大学
教育学・教授・小川　正
人

荒戸　寛樹 ｱﾗﾄ ﾋﾛｷ 経済学・経済政策
名目金利の非負制約を明示的に導入した
場合の、金融政策が経済に与える影響の研
究。

京都大学
経済学・教授・岩本　武
和

荒渡　良 ｱﾗﾜﾀﾘ ﾘﾖｳ 経済学・理論経済学
高等教育機関の都市集積と経済厚生に関
する、理論とシミュレーションを用いた政策
分析

大阪大学
経済学・教授・三野　和
雄

有賀　敦紀 ｱﾘｶﾞ ｱﾂﾉﾘ 心理学・実験心理学
対象認知における視覚的注意の時空間特
性と潜在的プロセスの影響

東京大学
人文社会（系）・助教
授・横澤　一彦

五十嵐　友里 ｲｶﾞﾗｼ ﾕﾘ 心理学・臨床心理学
社会不安障害の維持に機能する認知的情
報処理過程の検討と認知行動療法的介入
法の開発

早稲田大学
人間科学・助教授・嶋
田　洋徳

池田　華子 ｲｹﾀﾞ ﾊﾅｺ 心理学・実験心理学
人間の知覚と運動機能における他人の行
動の認識処理過程とその利用過程の解明

筑波大学
人間総合科学・客員教
授・佐藤　主税

伊佐　栄二郎 ｲｻ ｴｲｼﾞﾛｳ 社会学・社会学
Ｓｅｌｆ－ｈｅｌｐの歴史社会学－近代日本社会
における〈自己の技法〉の構築と変容

東京大学
情報学環・助教授・北
田　暁大

市川　学 ｲﾁｶﾜ ﾏﾅﾌﾞ
社会・安全システム
科学・社会システム
工学・安全

社会現象や事象の分析・評価が可能な大
規模都市シミュレーションモデルの構築的
研究

東京工業大学
総合理工学・教授・出
口　弘

井手　弘子 ｲﾃﾞ ﾋﾛｺ 政治学・政治学
討議民主主義をめぐる実証研究－有権者
意識と話し合いによる効果の分析－

東京大学
法学政治学・教授・蒲
島　郁夫

梅川　健 ｳﾒｶﾜ ﾀｹｼ 政治学・政治学
レーガン政権期の政治過程の研究：８６年
税制改革を巡る大統領と議会の攻防を中心
に

東京大学
法学政治学・教授・久
保　文明

岡田　啓介 ｵｶﾀﾞ ｹｲｽｹ 経済学・理論経済学 人的資本と所得分配の関係と再分配政策 京都大学
経済学・教授・橘木　俊
詔

岡田　謙介 ｵｶﾀﾞ ｹﾝｽｹ 心理学・教育心理学
心理データ解析における共分散構造分析
（及びその関連モデル）の適合度指標の改
善

東京大学
総合文化・教授・繁桝
算男

金山　範明 ｶﾅﾔﾏ ﾉﾘｱｷ 心理学・実験心理学
離人現象と自己認知及び情報統合の生理
心理学的検討

名古屋大学
環境学・助教授・大平
英樹

川瀬　貴之 ｶﾜｾ ﾀｶﾕｷ 法学・基礎法学
多文化主議的時代における、正義論と国民
国家の役割に関する、哲学的探究

京都大学 法学・教授・亀本　洋

川村　哲也 ｶﾜﾑﾗ ﾃﾂﾔ 経済学・応用経済学
需要構造と企業提携―実験とシミュレーショ
ンによる分析―

京都大学
経済学・教授・八木　紀
一郎

北島　義和 ｷﾀｼﾞﾏ ﾖｼｶｽﾞ 社会学・社会学
共有資源のヘゲモニーをめぐる環境社会学
的研究

京都大学 文学・教授・松田　素二

金城　美幸 ｷﾝｼﾞﾖｳ ﾐﾕｷ 地域研究・地域研究
シオニズム研究－イスラエルにおける生成・
変容と日本での受容－

立命館大学
先端総合学術・教授・
西　成彦

澤木　梨沙 ｻﾜｷ ﾘｻ
教育学・特別支援教
育

注意欠陥／多動性障害の事象同定プロセ
スにおける認知特性の解明

北海道大学
教育学・助教授・片山
順一

周東　美材 ｼﾕｳﾄｳ ﾖｼｷ 社会学・社会学
近代日本音楽におけるメディアと子どもに関
する歴史社会学的研究

東京大学
情報学環・教授・吉見
俊哉

荘島（湧井）　幸子
ｼｮｳｼﾞﾏ（ﾜｸｲ） ｻﾁ
ｺ

心理学・教育心理学
性同一性障害者とその家族に対する発達
的観点からの支援に関するアクションリサー
チ

京都大学
教育学・教授・山田　洋
子

白肌　邦生 ｼﾗﾊﾀﾞ ｸﾆｵ 経営学・経営学
科学技術研究者の研究動機付けと新事業
創出意欲の研究

東京大学
総合文化・教授・丹羽
清

末神　翔 ｽｴｶﾞﾐ ﾀｶｼ 心理学・実験心理学
カテゴリの知覚と形成における言語的符号
化および言語ラベルの寄与について

上智大学
総合人間科学・教授・
道又　爾

平　知宏 ﾀｲﾗ ﾄﾓﾋﾛ 情報学・認知科学
比喩の使用・理解のプロセスとその効果に
ついての統合的モデルの構築

京都大学
教育学・助教授・楠見
孝

ＤＣ１・社会科学　４５名 平成１８年度特別研究員採用者一覧（18.4.1現在）
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鶴見　太郎 ﾂﾙﾐ ﾀﾛｳ 社会学・社会学
シオニズムの歴史社会学－東方ユダヤ人と
西欧ユダヤ人の差異と相互関係に注目して

東京大学
総合文化・教授・山本
泰

出口　明子 ﾃﾞｸﾞﾁ ｱｷｺ
科学教育・教育工
学・科学教育

科学教育における創造的リフレクションを支
援するソフトウェアの開発とその実践的提案

神戸大学
発達科学・教授・稲垣
成哲

寺尾　将彦 ﾃﾗｵ ﾏｻﾋｺ 心理学・実験心理学
サッカードの軌道曲率を用いた注意制御要
因による顕著性算出メカニズムの解明

関西学院大学 文学・教授・八木　昭宏

鳥山　理恵 ﾄﾘﾔﾏ ﾘｴ 心理学・社会心理学
異なる文化的環境の中での異なる認知様式
の発達過程の検討

京都大学
文学・助教授・板倉　昭
二

内藤(小野田)　勝美 ﾅｲﾄｳ(ｵﾉﾀﾞ) ﾏｻﾐ
環境学・環境影響評
価・政

多国間条約における国際公域、国際公共
財及びグローバルコモンズの管理方式

京都大学
地球環境学・教授・松
下　和夫

長岡　慎介 ﾅｶﾞｵｶ ｼﾝｽｹ 地域研究・地域研究
現代イスラーム金融の動態的研究―理論と
実践の学際的総合を目指して

京都大学
アジア・アフリカ地域研
究・教授・小杉　泰

中島　大輔 ﾅｶｼﾏ ﾀｲｽｹ 情報学・認知科学
視覚系ニューロンの生理学的特性に基づい
た新しい顔表情認知モデルの構築

九州大学
医学（系）・教授・飛松
省三

野畑　友恵 ﾉﾊﾞﾀ ﾄﾓｴ 心理学・実験心理学
ポジティブ感情とネガティブ感情が記憶にも
たらす影響の違いとそのメカニズムの検討

九州大学
人間（・）環境学・教授・
箱田　裕司

野村　亮太 ﾉﾑﾗ ﾘﾖｳﾀ 情報学・認知科学
関係性の中に拓かれるユーモア生成メカニ
ズムの解明

九州大学
人間（・）環境学・教授・
丸野　俊一

樋口　友紀 ﾋｸﾞﾁ ﾕｷ 経営学・経営学
時系列解析の応用として各種予測精度、設
備保全技術の向上、ブランド選択推移構造
分析

大阪府立大学
経済学・教授・竹安　数
博

細川　研知 ﾎｿｶﾜ ｹﾝﾁ 心理学・実験心理学
運動からの構造復元および運動視差にお
ける総合的モデルの構築

東京大学
人文社会（系）・教授・
佐藤　隆夫

本郷　由希 ﾎﾝｺﾞｳ ﾕｳｷ 心理学・実験心理学
時空間知覚における感覚間相互作用の実
験心理学的解明－聴覚系を中心として－

神戸大学
文化学・助教授・喜多
伸一

松沢　陽子 ﾏﾂｻﾞﾜ ﾖｳｺ
ジェンダー・ジェン
ダー

ジェンダーとセックス、言説と物質の相互作
用・相互規定の入れ子構造モデルの検討

京都大学
文学・教授・落合　恵美
子

丸山　和昭 ﾏﾙﾔﾏ ｶｽﾞｱｷ 教育学・教育社会学
現代日本における医療専門職の「臨床化」
戦略―コメディカルを中心として―

東北大学
教育学・助教授・橋本
鉱市

宮内　久絵 ﾐﾔｳﾁ ﾋｻｴ
教育学・特別支援教
育

インクルーシブ教育における視覚障害児の
教育的ニーズとその支援に関する研究

筑波大学
人間総合科学・教授・
鳥山　由子

村瀬　博志 ﾑﾗｾ ﾋﾛｼ 社会学・社会学
政治体および市場へ参入する社会運動と
現代の社会運動セクターの変容過程

一橋大学
社会学・教授・町村　敬
志

山内　由梨佳 ﾔﾏｳﾁ ﾕﾘｶ 法学・国際法学
国際人権法と国際刑事法における普遍主
義についての再考察

東京大学
法学政治学・教授・中
谷　和弘

山口　理沙 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾘｻ 教育学・教育学
発達段階から見る教育関係性考察～シュタ
イナー教育理論と川上不白稽古論の交差
～

青山学院大学 文学・教授・今井　重孝

山田　祐樹 ﾔﾏﾀﾞ ﾕｳｷ 心理学・実験心理学
時空間的な視覚表象の形成過程－注意が
それを歪めるか？－

九州大学
人間（・）環境学・教授・
三浦　佳世

山本　真也 ﾔﾏﾓﾄ ｼﾝﾔ 情報学・認知科学
チンパンジーにおける互恵的利他行動と他
者理解の比較認知科学的検討

京都大学
霊長類研究所・教授・
松沢　哲郎

山本　裕一 ﾔﾏﾓﾄ ﾕｳｲﾁ 経済学・理論経済学
私的モニタリング下における繰り返しゲーム
の分析。

東京大学
経済学・教授・神取　道
宏

流王　貴義 ﾘﾕｳｵｳ ﾀｶﾖｼ 社会学・社会学
私法秩序と社会認識：１９世紀フランスの経
験を事例として

東京大学
人文社会（系）・教授・
盛山　和夫
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